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(i)が成り立つとき 

1,0,0  qpqp である実数 qp, を用いて、 ACqABpAP  と書ける。このとき、 

 )()( PAPCqPAPBpAP   0)1(  PCqPBpPAqp  

0,0,01  qpqp であるから、(ii)が成り立つ。 

 

(ii)が成り立つとき 

正の数 cba ,, があって、 0 PCcPBbPAa と書ける。このとき 
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であるから、(i)が成り立つ。 

 

以上により、条件(i)と(ii)は、同値である。(証明終) 


